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上
４
亀
玉
，

令
和
八
年
度
始
め
に
あ
た
り

支
部
長

高

崎

裕

樹

（名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社

社
長
）

愛知県支部便り

第65号
令和8年
4月 発行

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
表
千
家
茶
道
、ま
た
愛
知
県
支
部
発
展
の
た
め
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
克

さ
て
、皆
様
も
す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
、
ア」
の
四
月
よ
り
表
千
家
同
門
会
に
お
き
ま
し
て
は
、五
十

年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
制
度
体
系
の
再
編
が
行
わ
れ
る
ン」と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、同
じ
く
こ
の
四
月
よ
り
新
た
に
「表
千
家
同
門
会
青
年
部
会
員
制
度
」が
ス
パ
ー
ト
し
、同
門

会
本
部
の
直
轄
組
織
と
し
て
、若
い
世
代
に
よ
り
活
発
に
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
ン」と
と
な
り
ま
し
た
。

茶
の
湯
を
取
り
巻
く
社
会
の
状
況
が
変
化
す
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
求
め
に
応
え
て
い
く
た
め
、

改
め
て
同
門
会
の
原
点
で
あ
り
ま
す
「楽
し
み
と
普
及
」に
立
ち
か
え
る
制
度
変
更
と
聞
い
て
お
り
ま
寃

な
お
、当
支
部
は
、
四
月

一
日
付
で
任
期
満
了
に
伴
う
支
部
役
員
の
改
選
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。新
体
制

の
も
と
、今
年
度
は
、真
清
田
神
社
で
の
お
家
元
猶
有
斎
宗
匠
ご
奉
仕
に
よ
る
献
茶
式
を
は
じ
め
、支
部

総
会
並
び
に
教
授
者

・
資
格
者
講
習
会
や
茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座
な
ど
の
諸
行
事
を
予
定

し
て
お
り
ま
克

多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
ア」と
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、皆
様
の

お
力
添
え
に
よ
っ
て
同
門
の
絆
を
さ
ら
に
強
く
結
び
、支
部
の
益
々
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
克

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、お
家
元
の
益
々
の
ご
隆
盛
と
、人バ
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

田

高
崎
支
部
長

挨
拶

日

◆
和
八
年
度
支
部
行
事

回

お
家
元
見
学

他
ご
案
内

□

支
部
総
会
他
ご
報
告
　
　
□

庭
園
探
訪
ご
報
告

他

口

いヽ
れ
あ
い
茶
会
他
ご
報
告

口

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
他

ロ
ー
四
　
研
修
茶
会
ご
報
告
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日 時 間 行  事 場  所月 内    容

40名

22,000円

4月 15日 (水 )

募集人員

参加費

締 切

不審奄

北山会館

0集合場所

名鉄―宮駅

※男女共1葛 [月限着用

22日

(金 )

集合時間

7:30

お家元

見 学

５

月

27日

(水 )

10:00～

]5:00

(受付)

9:00～

教授者

講習会

「炉」

「炭所望、濃茶、薄茶」

菅田行芳宗匠

※上記課目未受講者に不審奄から

案内あり

本

技

師

教

実

講

名古屋市

熱田文化小濠U場

名古屋市熱田区神宮3-卜 15

0」 R東海道本線
「熱田」より徒歩 1分

0名鉄名古屋本線
r神宮前」より徒歩10ノ刀

｀

※男女共に和月罠着用
※実技は拍選
(希望者は事務局まで)

16日

(水 )

10:00～

15:00

(受付・呈茶)

9:00～

支部総会・

一般講習会

請 話   「Rp中斎の話」
一般講習会 「且座」「薄茶」
講 師   森 壕加史宗匠

吉水輝忠先生

※往復八ガキで申し込み９

月

17日

(木 )

10:00～

15:00

(受付・呈茶)

9:OO～

資格者

請習会

講習課目  「初炭」「台飾」「廻花」
講 師   森 壕加史宗匠

吉水輝忠先生

※資格者全員に不審奄から案内あり

岡谷鋼機

名古屋公会堂

名古屋市昭和区鶴舞1-卜 3

0地下鉄鶴舞線
」R中央線「鶴舞」より

徒歩2分

※男女共に不B服着用

※実技は拍選

(希望者は事務局まで)

9:30～

15:00

第21回

ふれあい茶会

詳細は9月号にて

む案内いたします
確
月
20日

(日 )

刊4:00～

¬5:30

第21回

茶の湯文化に

ふれる市民講座

詳細は9月号にて

お案内いたします

詳
し
く
は

３
頁
以
降
を

證
覧
く
だ
さ
い

共通宛先支部総会お

キ
記
入
方

行事により

お使いいただく

八ガキの種類が

異なります。

通
常
ハ
ガ

往
復
（
ガ
・

D
お家元見学希望

●会員番号

●氏名

●郵便番号

●住所

0電話番号

ご
自
宅
の
住
所

キ
に
は

犬
山
市
大
字
犬
山

御
門
先

一
有
楽
苑

表
千
家
同
門
会

愛
知
県
支
部

支部総会参加希望

●会員番号

●氏名

●郵便番号

●住所

●電話番号
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日 程  令和8年 5月 22日 (金)
見学行程 一宮～北山会館～不審奄～一宮

集合場所 名鉄―宮駅

集合時間 午前7時30分

参加費  22,000円 (昼食付)

募集人員 40名
(申込多数の場合は抽選となります)

締 切  4月 15日 (水)必着
*と参加の際は和服着用となります。

令和8年度教授者詣習会と案内

教授者請習会は熱田区役所隣接の名古屋市熱田

文化小劇場となります。教授者講習会を受講される方
は不審奄よりの案内をむ熟読のうえお越しください。

※会員証・参加証ご持参ください。(必須)
※呈茶はございません。

令和8年度支部総会晉案内

時 間 10時～15時 公会堂には9時まで入れません
会 場 岡谷鋼機名古屋公会堂 大ホール

(名古屋市昭和区鶴舞)

締 切 7月 31日 (金)

お家元見学 登案内

※会員証・参加証と持参ください。(必須)

令和8年度資格者講習会と案内

田寺 間 10時～ 15時 公会堂には9時まで入れません
会 場 岡谷鋼機名古屋公会堂 大ホール

(名古屋市昭和区鶴舞)

※会員証・参加証む持参ください。(必須)

令和8年5月22日 (金)

同門会愛知県支部の皆様に大変乙好評

をいただいています、お家元見学を12年
ぶりにお家元の否厚意により行うこととな

りました。

今回は、5月 に計画させていただきまし

た。参加できる人数に限りがるざいますが、

お家元を見学できるまたとない機会で乙ざ

いますのでぜひむ参加ください。

参加乙希望の方は通常八ガキにて支部
事務局まで、お申し込みください。

令和8年5月 27日 〔水〕

地下鉄
熱田神宮西駅

」R熱田駅

区役所
ヽ

t

令和8年9月 16日 (水 )

支部総会は昭和区鶴舞の岡谷鋼機

名古屋公会堂となります。

参加む希望の方は往復はがきにて支部

事務局までお申し込みください。参加証を

折り返し送付いたします。

令和8年9月 17日 (本)

資格者請習会は昭和区鶴舞の岡谷鋼機

名古屋公会堂となります。

資格者講習会を受講される方は不審奄

よりの案内を乙熟読のうえお越しください。

今年の会場は熱田文化小劇場ですと注意ください。
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令
和
七
年
度

支
部
総
会
晉
報
告

令
和
七
年
九
月
二
十
五
日
（本
）

朝
か
ら
日
差
し
も
強
く
残
暑
厳
し
い
中
、
昨
年
に
続
き
岡
谷
鋼
機

名
古
屋
公
会
堂
に
て
、
エハ
百
五
十
名
の
参
加

で
支
部
総
会
並
び
に

一
般
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
支
部
総
会
は
井
上
順

冨
示
匠
を
お
迎
え
し
て
高
崎
支
部

長
の
挨
拶
、
事
業
報
告
人
ム
計
報
告
に
続
き
支
部
功
労
者
表
彰
並
び
に

ｉ
寿
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
は
井
上
宗
匠
よ
り
「怪
斎
の
話
」
を
伺
い
興
味
深
く
拝
聴
し
ま

し
た
。

続
く

一
般
講
習
会

で
は

「
花
所
望
■

長
緒
■

薄
茶
」
を
丁
寧
に

乙
指
導
い
た
だ
き
受
講
者

一
同
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
七
年
度

資
格
者
請
習
会
と
報
告

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日
（金
）

本
年
度
の
資
格
者
講
習
会
は
、
前
日
の
支
部
総
会
に
続
き
岡
谷
鋼
機

名
古
屋
公
会
堂
に
て
お
家
元
よ
り
井
上
順

〓
ポ
匠
を
お
迎
え
し
て
八
百

余
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
宗
匠
よ
り
午
前
は
配
布
資
料
に
沿
っ
て
る
講
義
い
た
だ
き
、
午
後

か
ら
は
「初
炭
■
茶
カ
ブ
キ
」
の
実
技
を
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
る
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
勉
強
さ
れ
有
意
義
な
講
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

―

ド

狂

戸

/」と_

:rで 1  ヽ
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第

二
十
回

ふ
れ
あ
い
茶
会

栞
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
譜
塵
と
報
告

令
和
七
年
十
二
月
二
十

一
日
（日
）

年
の
瀬
押
し
迫
る
十
二
月
二
十

一
日
に
第
二
十
回
「ふ
れ
あ
い
茶
会
」

お
よ
び

「茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
市
民
講
座
」
が
名
古
屋
美
術
倶
楽
部
と

電
気
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
講
座
に
は
不
審
奄
評
議
員
で
あ
り
千
里
金
蘭
大
学
名
誉
教
授
の

生
形
貴
重
氏
を
お
迎
え
し
、
「利
体
の
茶
の
湯
改
革
と
そ
の
心
」
と
題
し

乙
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

利
休
の
「佗
茶
」
は
「身
の
丈
サ
イ
ズ
」
の
茶
の
湯
で
あ
る
と
し
、
見
立
て

や
工
夫
の
重
要
性
、
棗
を
肩
衝
茶
入
同
様
に
仕
服
に
包
む
棗
濃
茶
、
棗
の

球
面
に
合
う
茶
杓
の
考
案
、
長
次
郎
茶
碗
の
登
場
や
茶
室
の
縮
小
化
な
ど
、

機
能
優
先
主
義
の
改
革
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
茶
会
は
、
学
生
三
百
五
十
名
を
含
む
五
百
五
十
名
の
皆
様

に
乙
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

名
古
屋
美
術
倶
楽
部
三
階
葵
の
間
の
支
部
席
で
は
、
即
中
斎
筆
の
一行

「無
事
是
貴
人
」
が
掛
け
ら
れ
、
ま
た
別
床
に
は
冬
景
色
の
掛
け
物
も

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

三
階
の
青
年
部
席
で
は
初
の
試
み
と
し
て
三
校
の
大
学
生
十
名
に
も

お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
趣
向
に
き
ん
と
ん

製
の
ツ
リ
ー
の
お
菓
子
で
、
華
や
か
な
席
と
な
り
ま
し
た
。ヽ     “

T′ ＼
ヽ
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令和7年度 研修茶会と報告 令和8年3月7日 (土)8日 (日 )

本年度の研修茶会は名古屋の八勝館を会場に「春風致和」をテーマに開催されました。

濃茶席は谷□副支部長、薄茶席は菊の間を小栗常任幹事、桐の間を幹事補佐が担当。

厳しかつた冬から桜の蓄もふくらむ春へ、各席堪能していただけたものと思います。

一　

一

往何
　　
△口

掛
　
物
　
即
中
斎
筆
　
一扇
面
　
楽
未
央

寄
　
付

掛
　
物
　
清
筆
　
長
生
殿
図

残
月
の
間

掛
　
物
　
天
室
和
尚
筆
　
横
物
　
曳
大
字
云
々
　
　
・

花
　
入
　
古
銅
　
象
耳

花
　
　
　
季
の
も
の

書
院
二
　
一扇
蒔
絵
小
硯
箱
　
尾
州
徳
川
家
伝
来

香
　
△口
　
誦云
鶴
青
磁
　
唐
物
輪
花
盆
添
う

］灰
　
斗
　
慢
斎
好
　
垂
水
鰯
篭
　
　
十
二
ノ
内
　
　
共
箱

羽
　
筈
甲
　
青
鸞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
中
斎
箱

火
　
箸
　
利
写
　
桑
柄

銀
　
　
　
利
写
　
鉄
石
目
　
　
　
　
　
　
　
即
中
斎
箱

金
　
敷
　
怪
斎
好
　
菊
結
　
糸
　
十
二
ノ
内
　
　
共
箱

灰
　
器
　
出
雲
焼
　
印
尽
し
　
　
　
　
　
　
　
慢
斎
箱

灰
　
匙
　
少
庵
好
　
ヱ乗
柄

一
閑
作

浄
益
作

浄
中
作

友
湖
作

空
味
作

浄
益
作

十
一　
イ
Ｌ |

一
″

残
月
の
間

当

谷

口
剛

久

担 於

濃
茶
席
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茶
　
入
　
黒
大
棗
　
江
今
在
判

覚
々
斎
箱

了
々
斎
外
箱

袋
　
　
　
糸
屋
風
通

茶

碗

熊
川

銘

安
札

如
心
斎
箱

像
々
斎
甲
書

即
中
斎
外
箱

即
中
斎
箱

替

　

　

井
戸
脇

銘

橋
立

茶
　
杓
　
閑
翁
宗
拙
作
　
共
筒
　
随
流
斎
筒
極

銘

樋
口
　
　
　
如
心
斎
箱

而
妙
斎
外
箱

御
幸
之
間

掛
　
物
　
覚
々
斎
筆
　
一行
　
静云
門
関
　
　
　
係
々
斎
箱

花
　
入
　
圭円
磁
　
管
耳

金
　
　
　
古
天
明
　
甑
口

炉
　
縁
　
八
勝
館
常
什

棚
　
　
　
即
中
斎
好
　
台
目

水
　
指
　
伊
賀
　
耳
付

建
　
水
　
古
瀬
戸
　
渋
紙

蓋
　
置
　
竹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禄
々
斎
在
判
共
箱

菓
子
器
　
黒
縁
高
重

菓
　
子
　
歓
び

御
　
茶
　
祝
の
昔

脇
　
床

掛
　
物
　
清
筆
　
春
月
帰
雁
図

以
　
上

芳
光
製

柳
桜
園
詰



担 於

小 菊

来 の

宏 間

子

当

薄

茶

席
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寄
　
付

掛
　
物
　
亘
稲
筆
　
芳
山
観
花

本
　
席

掛
　
物
　
即
中
斎
筆
　
懐
紙
　
寿
山
福
海

　
　
　

共
箱

花
　
入
　
即
中
斎
作
　
置
筒

銘

千
年
　
内
朱
瓢
蒔
絵
　
在
判
共
箱

花
　
　
　
季
の
も
の

香
　
△口
　
一入
作
　
宝
珠

金
　
　
　
一異
甲
　
師云
錦
地
紋
　
　
　
　
　
　
　
即
中
斎
箱

炉
　
縁
　
】遅
山
蒔
絵

風
炉
先
　
唐
草
透
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
中
斎
在
判
箱

棚
　
　
　
長
板

水
　
指
　
了
々
斎
好
　
度
口

杓
　
エュ
　
怪
斎
好
　
一父
趾
写
四
方
　
　
　
　
　
怪
斎
箱

火
　
箸
　
利
体
所
持
写
　
長
呂
木
　
　
　
　
　
怪
斎
筒

蓋
　
置
　
了
入
作
　
一一５
葉

浄
心
作

利
斎
作

凸不
折
甲
作
山

浄
益
作

妙
全
造

浄
益
作



9

建
　
水

茶
　
器

茶
　
碗
替
茶
　
杓

菓
子
器
菓
　
子

良
　
盆

火
　
入

煙 良

管 入

伝
来
写
　
モ
ウ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

紹
鴎
形
黒
大
棗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
斎
作

吸
江
斎
筆
　
亀
万
年
巌
遊
の
文
字
有
　
共
箱

了
々
斎
手
造
　
里
（　
即
中
斎
追
銘

千
歳

同
箱

御
本
写
　
銘

芳
野
　
　
　
　
　
　
怪
斎
箱
　
保
全
造

如
心
斎
作
　
共
筒
　
銘

幽
芳

　

　

即
中
斎
箱

鎌
倉
製
丸
食
籠
　
　
　
　
　
　
即
中
斎
在
判
箱
　
了
和
作

春
の
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
国
屋
是
清
製

櫛
形
粒
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
一閑
作

染
付
　
松
竹
梅
の
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
全
造

切
箔
畳
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
口兵
衛
作

如
心
斎
好
　
筋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
益
作

以
　
上



於

　

　

桐
の
間

担

当

幹

事

補

佐

薄

茶

席

10

寄
　
付

掛
　
物
　
而
妙
斎
筆
　
一扇
面
　
和
気
致
祥

本
　
席

掛
　
物
　
而
妙
斎
筆
　
懐
紙
　
老
松
披
五
雲

　

共
箱

花
　
入
　
フ
ク
ベ

花
　
　
　
季
の
も
の

香
　
△口
　
赤
絵
四
方
入
角

釜
　
　
　
馬
紋
丸

炉
　
縁
　
布
摺
静
海
波
蒔
絵

風
炉
先
　
金
切
箔
腰

水
　
指
　
万
暦
写
大
壺

茶
　
器
　
海
松
貝
蒔
絵
大
棗

茶
　
碗
　
里
小　
銘

羽
衣

替
　
　
　
仁
清
写
　
旅
の
絵

茶
　
杓
　
即
中
斎
作
　
銘

初
咲

建
　
水
　
銀
溜
菊

蓋
　
置
　
黄
つ
く
ね

即
全
造

尋
牛
斎
箱

香
斎
作

姪
志
作

徳
泉
作

而
妙
斎
在
判
箱

而
妙
斎
箱

長
左
衛
門
作

尋
牛
斎
箱
　
　
徳
泉
作

共
筒
箱

尋
牛
斎
箱
　
　
雅
峯
作

香
斎
作

菓
子
器
　
独
楽
盆

菓
　
子
　
種
合
わ
せ

即
中
斎
在
判
箱

煙 吏 火
~良

管 入 入 盆

鱗
鶴
透

平
戸
焼
　
染
付

キ
ン
マ

吸
江
斎
好
　
筋

以
　
上 川

村
屋
製

浄
益
作



庭
回
探
訪
秋
の
自
鳥
庭
国
を
め
ぐ
る
と
報
告

令
和
七
年
十
月
二
十
五
日
〔土
）

秋
の
白
鳥
庭
園
を
巡
る
と
題
し
て
、
十
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

所
長
の
川
島
大
次
氏
か
ら
白
鳥
庭
園
の
立
地
及
び
歴
史
的

背
景
な
ど
庭
園
が
築
造
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
伺
い
、

そ
の
後
庭
園
内
を
巡
り
ま
し
た
。

門
を
潜
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
各
所
に
作
庭
の
作
為
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
お
り
、
盛
り
沢
山
の
内
容
で
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
白
鳥
庭
園
に
は
何
度

も
来
て
い
る
が
、
フ∈
れ
ほ
ど
の
作
為
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
は
お
話
を
聞
か
な
い
と

わ
か
ら
な
い
と
□
々
に
言
っ
て
み
え
ま
し

た
。最

後
に
清
羽
亭
の
立
礼
席
に
て
呈
茶
を

い
た
だ
き
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

有
楽
苑
初
釜
と
報
告

令
和
八
年

一
月
三
日
↑
も
～
六
日
命
◇

令
和
八
年

一
月
二
日
よ
り
六
日
ま
で
有
楽
苑
初
釜
が
旧

正
伝
院
書
院
に
お
い
て
吉
田
美
穂
幹
事
の
担
当
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

初
日
は
前
日
に
降
っ
た
雪
で
薄
化
粧
の
景
色
で
始
ま
り
、

二
日
日
以
降
は
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
心
尽
し
の
席
で
大
勢
の

参
会
者
が
初
春
の
お
茶
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

]]

平素は青年部にる理解る支援を賜り、厚く御礼申し上げます。このたび青年部は、新たな会員制度のもと活動することとなりま
した。青年部のさらなる発展につながるよう、活動を通して今後も精進してまいりま魂 青年部へのる入会ならびにお社中の皆様
をる推薦賜りますようお願い申し上げます。
今後は下記の行事を予定しておりますので、ぜひご参加ください。

「
「
Ｈ

‐

r‐ ″

十`
＼

青年部の活動につ―いて

6月 7日 (日 ) 学校茶道交流茶会 八事山興正寺

9月 5日 (土 ) 総 会 名古屋都市センター
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真
清
田
神
社
献
茶
式

日
　
時

　
令
和
八
年
四
月
二
十
九
日
（水
）

場
　
所

　

真
清
田
神
社

駅
　
兼

　

猶
有
斎
宗
匠

濃
茶
席

　

表
千
家
同
門
会

鹿
島
伊
純

副
支
部
長

料
　
金

　

一二
千
五
百
円

お
間
合
せ

真
清
田
神
社

０
五
八
六
Ｉ
七
三
Ｉ
五
一
九
六

第
五
十
八
日
明
治
村
茶
会

同
　
時
　
令
和
八
年
四
月
十
二
日
（日
）

～
十
三
日
（月
）

場
　
所
　
博
物
館
明
治
村

讚
茶
席
　
野
村
美
術
館

薄
茶
席
　

八
勝
館

煎
策
席
　
狸
庵
文
庫
美
術
館

料
　
金
　
会
員
　
　
一
万
三
千
円

臨
時
会
員
二
万
五
千
円

お
間
合
せ

明
治
村
茶
会

〇
五
六
八
Ｉ
六
七
１
０
三
一
四

熱

田
神
宮

月
次
茶
会

口
　
時

　
令
和
九
年
二
月
十
五
日
（月
）

場
　
所
　

熱
田
神
宮

薄
葉
席

　
表
千
家
同
門
会

瀧
内
立
子

幹
事

金

　

中二
千
円
（工型
男
り
二
千
八
百
円
）

熱
田
神
宮
献
茶
会

お
間
合
せ

０
五
二
―
六
七
一Ｉ
〇
八
五
二

第
二
十

一
回
畑
庵
茶
会

日
　
時

　

全^
和
八
年
十
月
九
日
（金
）

～
十
日
（土
）

場
　
所

　
有
楽
苑
（国
宝
如
庵
）

濃
葉
席

　
名
古
屋
世
話
人
（旧
正
伝
院
書
院
）

薄
葉
席

　
東
京
世
話
人
（弘
庵
）

点
心
席

　
よ
テ
ル
イ
ン
一ア
す
犬
山
有
楽
苑

料
　
金
　

畑
庵
会
会
員

　

九
千
円

同
伴
者
　
　
二
万
五
千
円

お
間
合
せ

有
楽
苑
如
庵
茶
会
係

〇
五
六
八
Ｉ
六

一
Ｉ
四
六
〇
八

各種お茶会のと案内

事務局からのお知らせ  FAX日
事務局へのと連絡はお手紙またはFax日にてお願いいたします。0568“61-4608

■令和9年度生寿表彰申請のご案内について

&寿表彰を受けるためには、受賞条件を満たしている会員が、各自で申請していただく必要があります。

令和9年度の皇寿表彰を申請できるのは次の 2つの条件を満たしている会員です。

(― )昭和26年のお生まれで、同門会に継続して20年以上の在籍 (平成19年以前に入会)の方。

(二 )昭和25年以前のお生まれで、同門会に継続して20年以上の在籍 (平成19年以前に入会)の方。

(― )に該当する方は、京都にて執り行われる「皇寿お祝いの会」にて表彰を受けることができます。
「i寿お祝いの会」に出席できない方は、支部総会の席上にて表彰されます。
(二 )に該当する方は支部総会の席上にて「∴寿表彰」を行います。

表彰をご希望の方は、ハガキに「∴寿表彰申請」とし、①所属支部会員番号②郵便番号③住所④氏名を

ご記入の上、本部事務局まで申請用紙をご請求ください。詳細は「同門」誌7月号にてご確認ください。

■表千家同門会 入会申し込みについて

表千家同門会への入会申し込みについては次のとおりです。

条件 :◎ 不審奄に入門し、入門の許状が手もとにあること ◎ 先生 (会員)の紹介があること
入会申込期間 :1年を通して受付けております。
※1月 から3月 までの期間のお申し込みは、新年度 (4月 1日 )からの入会となります。
入会申込書は、先生のお手もとに配布されています。入会を希望する方があれば、先生に相談されるようお勧め

ください。

■届出には会員番号を

不審奄事務局ならびに表千家同門会の本部・支部への届出や連絡には、必ず、所属支部と会員番号を書き添えて

ください。

表千家同門会本部

〒602-0072 京都市上京区寺之内通堀川東入百々町536番地 8075-432-2η 95

本部からの重要なお知らせ

表千家ホームページのご案内

お家元からの最新情報はホームベージをご策くださ
httpsVI螂.omotesenkeJp

い 。

同門会員専用ページでは

特別な配信が行われることも
ございます。是非ひ覧ください。 →
お手元に属く「同門」誌最終ページ掲載の
ユーザー名とパスワードの入力が必要です

表千家ホームページ
芥の湯 こころと芙

httpsi//、、■、¬、イOmOtesenkettp/

同門会員専用ページ
ユーザー名 domon
パスワード:O▲O日

Q  表千家 検 索

酷暑の年は豪雪になるとの言い伝えの通り、全国各地で思いがけない雪に悩まされた冬でした。春の訪れに喜びを感じられた方も多か

ったのではないでしょうか。今年度こそ穏やかな国 が々続き、皆様がお茶会など様々な行事に乙参加いただけることを願う次第です。(Ml

編 集 委 員 松良宗夫   林 威   棚橋厚之   小栗宏子   坂井日佐男  角田まつみ

編 集 後 記

発行元・連絡先 48牛0081犬山市犬山御門先生有楽苑 表千家同門会愛知県支部


